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あ
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ら
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あ
る
が
そ
の
ま
ま
掲
載 

し
龙
こ
と
を
記
し
，て
ぉ
が
'

ね
ば
な
.

ら
な
ぃ
。——

速
永
融)

 ̂

.

野
村
教
授.

の
.急
逝
を
悲
し
む

1

野

村

教

授

は
、

' 

こ

の

世

に

心

を

残

さ

れ

な

が

ら

急

逝

さ

れ

た

こ

'
と

と

思

ぅ

o

 

心

を

残

さ

れ

る

事

由

は

多

い

。
■

御

自

分

の

研

究

：に

つ

い

て

も

、
内

外

の

学

界

に 

誇

を

べ

き

業

績

を

、
.

数

多

く

持
.

？
て

居

ら

れ

た

と

ば

言

ぅ

も0

の

、

.
ま

だ

玄

だ
 

沢

山
.
の
仕
_

を

計

阃

し

て

居

ら

れ

た

に.湘

違

な

い

。

ま
た

後

進

学

徒

の

養

成

に 

.

つ
：い
て
も
、

や

は

ヴ

同

様

で

あ

ろ
5 :
-

0

.'高

村

教

授

を

始

め

最

も

優

れ

た

学

者

を 

ゝ
幾
人
か
育
て
あ
げ
て
は
い
る
が
、

な
お

後

か

i

 
く

若

い

入̂

の
l

l a

、
'.変 

ら

ぬ

熱

情

を

示

し

て

居

ら

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

,

.、

.し
か
し
慶
應
義
塾
の
将
来
殊
に
わ
が
経
済
学
部
に
於
け
る
学
問
振
興
の
問
題 

枕
>;
>

教
授
の.
数

々
の
心
残
り
：の
中
で
も
、

''
'.恐
ら
く
大
き
な
幅
を
占
め
て
い
た
に 

相
違
な
い
。
昭
和
屮
セ
年
経
済
学
部
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
慶
應
義
塾
経

^

 

学
会
の
劊
立
そ
の
他
の
活
動
に
上
ぅ
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済
学
部
の
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振
興
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す
る
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進
力
と
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て
の
そ
の
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在
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に
し
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後
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部
長.の
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办
て
か
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な
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の
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あ
り
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ま
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の
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が
れ
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け
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授
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、
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叱
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を
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